
（１）調査単位区の割当

メリット デメリット

案１
両調査の調査世帯を同一の
調査単位区から抽出する

〔調査員〕

・調査単位区世帯一覧を新たに作成する
※

必要がないため、調査員負担の増加を抑制できる。

※調査単位区内に居住しているすべての世帯を訪問し、世帯主の氏名、就業状態などを質問
する。

〔結果精度〕
・案２、案３の場合と比べて標本誤差が大きい。
（⇒平成26年調査と比べると、ロングフォームのサンプルサイズを変更しなければロングフォー
ム（家計簿）の標本誤差は変わらない。世帯票、年収・貯蓄等調査票はショートフォームの追加
により全体の標本誤差率は小さくなる。）
〔調査員〕
・一つの調査単位区にロングフォーム世帯とショートフォーム世帯が混在するため、調査票等
の配り分けに注意が必要。
〔調査世帯〕
・調査内容に差異があることによる不公平感が生じやすい。
（⇒調査世帯への謝礼に差をつけることにより、不公平感を解消。）

案２

従来の調査単位区に加え、世
帯数が半数程度の規模の調査
単位区を新たに追加し、従来の
単位区からロングフォーム世
帯、追加した単位区からショー
トフォーム世帯を選定する

〔結果精度〕
・案１と比べて標本誤差が小さい。
〔調査員〕
・ロングフォーム世帯とショートフォーム世帯が別の調査単位区になるため、調査票等の配り分
けが容易。
〔調査世帯〕
・調査内容に差異があることによる不公平感が生じにくい。

〔調査員〕
・追加分の調査単位区世帯一覧を新たに作成する必要があるため、調査員の負担が増加す
る。（ただし、案３と比べると負担の増加は少ない。）
〔市町村〕
・それぞれの調査単位区を別の調査員が担当した場合、調査員間の事務負担に差が生じる。
（⇒調査員報酬に差をつけることにより対応。）

案３

従来の調査単位区に加え、世
帯数が同規模の調査単位区を
新たに追加し、二つの調査単
位区からそれぞれロングフォー
ム世帯とショートフォーム世帯
を選定する

〔結果精度〕
・案１と比べて標本誤差が小さい。

〔調査員〕
・追加分の調査単位区世帯一覧を新たに作成する必要があるため、調査員の負担が増加す
る。
〔調査員〕
・一つの調査単位区にロングフォーム世帯とショートフォーム世帯が混在するため、調査票等
の配り分けに注意が必要。
〔調査世帯〕
・調査内容に差異があることによる不公平感が生じやすい。
（⇒調査世帯への謝礼に差をつけることにより、不公平感を解消。）
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ロング・ショートフォーム方式の抽出方法における論点整理
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※案２及び案３の調査単位区は、近隣の調査単位区とする。

資料２－２



（２）依頼方法
注：調査時期、世帯数は仮のもの

【案Ａ】 ロングフォーム・ショートフォームそれぞれで調査予定世帯を12世帯ずつ選定し依頼
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手順１ 手順２

<参考　平成26年調査>

対応する
（１）調査単位区の割当 メリット デメリット 調査時期

案１～案３

〔結果精度〕
・これまでと同様の抽出方法となり、無作為抽出を担保でき
る。
〔調査員〕
・案Ｂに比べ依頼方法が簡易である。

〔調査員〕
・ロングフォームとショートフォームを独立して抽出することに
より、ロングフォームを引き受けてくれる世帯をショートフォー
ム世帯として抽出してしまう場合もあり、ロングフォーム世帯
の確保が難しくなる可能性がある。
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【案Ｂ】 世帯に対し、まずロングフォームを依頼し、ロングフォームを断られた場合にショートフォームを依頼
　　   　→ロングフォーム世帯が12世帯に達するまで、追加で調査世帯を確保する　（その時点でショートフォームが12世帯に達していない場合は、追加で調査世帯を確保する）

対応する
（１）調査単位区の割当 メリット デメリット 調査時期

１０月 11月

各調査単位区から、12世帯（二人以上の世帯11、単身世帯１）を抽出。
すべての調査世帯が、世帯票、家計簿、耐久財等調査票、年収・貯蓄等調査票に回答する。

案１または案３

〔調査員〕
・案Ａに比べ世帯の確保がしやすい。
〔調査員〕
・最初に負担の重いロングフォームを依頼することで、ショー
トフォームへの依頼に切り替えた際に、世帯の協力を得やす
くなる可能性がある。

〔調査員〕
・依頼方法が複雑になる。
〔結果精度〕
・ショートフォームの調査世帯が、家計簿記入を忌避する傾
向の世帯属性に偏る可能性がある。
〔その他〕
・調査に協力的な世帯がより負担の重いロングフォームを引
き受けることとなり、不公平感が生じる。

７月 ８月 ９月

調査単位区世帯一覧作成

調査単位区世帯一覧作成

※世帯票等はロングフォーム・ショートフォーム共通様式にする必要がある。

（世帯の返答により配布する調査票が異なると、配布誤りが発生しやすくなるため。）

調査単位区世帯一覧作成

依頼

シロ

ロングフォーム・ショートフォーム依頼

ロングフォーム・ショートフォーム記入

ショートフォーム依頼ロングフォーム依頼

ショートフォーム記入ロングフォーム記入開始

ロングフォーム・ショートフォーム記入
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●調査単位区世帯一覧作成 ●記入依頼

●世帯票記入、家計簿記入開始 ●耐久財等調査票記入 ●

調査時期

８月 ９月 １０月 11月

年収・貯蓄等調査票記入
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【案Ａ】 調査単位区（約100世帯）調査単位区（約100世帯）

調査世帯として依頼

①選定された世帯に、ロングフォームを依頼

（→ 引き受けてくれた世帯はロングフォーム世帯になる）

②断られた場合は、ショートフォームを依頼

調査単位区（約100世帯）【案Ｂ】
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シ

調査世帯として決定
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※手順１を繰り返して、必要な世帯数を確保する。




